
 

 
2023年３月 10日 

各 位 

会社名 株式会社  イメージワン 

代表者名 代表取締役社長  島岡  潤 

（コード番号 2667 東証スタンダード） 

問合せ先 取締役管理部長 大野 雅弘 

 （TEL 03 – 5719 - 2180） 

 

 

（開示事項の経過）東京電力ホールディングス株式会社の公募「多核種除去設備等で 

浄化処理した水からトリチウムを分離する技術」に対しての進捗状況について 

 

 

当社は、2022 年５月 19 日付で公表しました『（開示事項の経過）東京電力ホールディングス株式会社

の公募「多核種除去設備等で浄化処理した水からトリチウムを分離する技術」に対しての進捗状況につ

いて』の通り、創イノベーション株式会社(本社：東京都千代田区 代表取締役：神保安広)及び慶應義塾

大学理工学部 大村亮教授と取り組んでいる、東京電力ホールディングス株式会社（以下、「東京電力」）

の公募「多核種除去設備等で浄化処理した水からトリチウムを分離する技術」に対して応募しており、

「フィージビリティスタディ」に関するプロセスにおいて、当社は「参加希望」の回答を行っており、

東京電力から「回答受理」の連絡が届いていた状況でしたが、以下のとおり進捗があったためご報告い

たします。 

 

 

１． 東京電力の公募「多核種除去設備等で浄化処理した水からトリチウムを分離する技術」に対しての

進捗状況について 

東京電力・廃炉プロジェクトホームページで、2022 年３月 10日に公開されている「ALPS 処理

水等からトリチウムを分離する技術の公募に関わる第１回募集の二次評価と第２回募集の一次評価

について」（p.3）に記載されている、東京電力及び第三者による「フィージビリティスタディ」に

関するプロセスにおいて、当社は 2022 年５月 16日付けで「参加希望」の回答をしております。 

この回答に対して東京電力より「回答受理」との確認を得ておりましたが、2023年１月 26日に

東京電力から連絡が届き、「第一期公募で二次評価を通過した提案者のうち、フィージビリティス

タディへの参加意向を示した国内外７件(国内２件、国外５件)について、秘密保持契約（NDA）を

締結し、今後、各事業者と具体的な実施事項の調整を行う。」との内容でした。「フィージビリティ

スタディ」が今後は進んでいくことが想定されるため、国内２件のうち選定された１社として、当

社も引き続き本案件に取り組んでまいります。 

 

２． 今後の見通し 

本件による当社グループの 2023 年９月期の連結業績に与える影響につきまして、現在精査中で

あります。今後、公表すべき事項が生じた場合は、速やかに開示いたします。 
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